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視覚障害の人から学ぶ 将来のスターがデビュー？ 

      　 　 ～４年　 ガイドヘルプ体験～ ～ダンスクラブ発表会～ 
　 ４年生は、２月 　 今 の 子 ど も た ち

２日（金）に、「カト は、ダンスが上手で

レ アの 会 」 （ 視 覚 す。もちろんダンスク

障害者の団体）の ラブの子どもたちな

方に来て頂き、福 のでそうなのかもし

祉体験学習を行 れませんが。 
いました。 　 ２月６日（火）の昼

　 まず、子どもた 休み。ダンスクラブの

ちから出された質問にお答え頂きながら、視覚障 みなさんが体育館で

害の方の生活について知ることができました。そ 発表会を行いました。たくさんの子どもたちが参観する

の後、学級ごとに分かれてガイドヘルプ体験をさ 中、素敵なファッションに身を包み、素晴らしいパフォ

せて頂きました。 ーマンスを発揮してくれました。 
　 子どもたちは、緊張した面持ちで真剣に取り組 　 子どもたちの個性が発揮されたこのような発表会

んでいました。共生社会の実現に向けて、子ども は、学校生活に潤いと活気をもたらしてくれます。かっ

たちの理解と意識が高まりました。 こよく、かわいいダンサーのみなさん、ありがとう！

有終の美を飾る アスリートとしての強い気持ち 

      　　　～６年　 ボランティア活動～ ～４年　 あすちゃれ～ 
　朝、通勤・通学の途中、 　２月９日（金）に４

レジ袋や大きなゴミ袋 年生は、パラアスリー

を持った子どもたち トの官野一彦さんをお

を見かけます。６年 招きして、「あすチャレ！

生の有志がゴミを拾 ジュニアアカデミー」

いながら登校してい を開催しました。 
るのです。 　官野さんは、車椅子

　また、朝のあいさつ運動 ラグビーの選手として２度のパラリンピックに出場

では、生活委員会に児童会役員の皆さんが加 しており、４２歳の今も、パラサイクリングの選手

わり、元気よくあいさつをしてくれています。 として活躍しています。 
　日頃から学校のためにできることを考え、 　官野さんと共に、障害のある人とそうでない人が

実行に移してくれている６年生。卒業を間近 共にスポーツを楽しむために、どのような工夫やル

に控え、そのボランティア精神に磨きをかけ ールが必要かを考えることができました。 
ています。在校生は、君たちの行動を忘れま 　官野さんのアスリートとしての強い思いに触れる

せん。そして、その精神を引き継ぎます。 ことで、「自分がチャレンジできることは何か」を

 考えさせられる時間となりました。

 大縄跳び大会　 結果 
 
  　１　優　　　勝　　１年１組　１５１回　　２年３組　２０７回　　３年４組　２０６回
           　　   　　４年３組　２４８回　　５年３組　２９４回　　６年３組　３７７回
 
 　２　ジャンプ賞     １年２組　２年３組　３年４組　４年３組　５年１組　６年１組
 
 　３　新 記 録 賞  　６年３組　３７７回（平成２９年度以来の更新）

みんなの
「いいね！」を
見つけよう


